
ポスターをみせながら観光プランを紹介 

難しい英語はみんなで協力しながら会話 

 

 

後半は ALTからのプレゼンを聴

き、ネイティブの発音に触れる 

 

・楽しかったけど、もっと上手に英語を話したい。 
・思ったより喋ることができなかったのでこれからの英語の授業は積極的に話し
ていきたい。 

・発表はできたものの、即興の返答などや質問がうまくできなかったので、なんと
かしたいと思った。 

・自校のＡＬＴ以外の人と話すことはあまりないので楽しかった。 
・少し不安だったけれど、思ったより通じていて話していてとても楽しかった。い
つかまたやりたい。 

・何か聞き返されたときあまりうまく返せなかったので、次はもっと用意してやり
たい。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

＜具体的な取組や成果＞ 

〇「ＡＬＴに日本を“まるっと”紹介しよう！」 

生徒は事前にＡＬＴの興味関心が書かれたレターを読んで情報収集を行い、それぞれのＡ

ＬＴに合う観光プランを考えた。１組から５組まで、北は北海道から南は沖縄まで、各班が

調べたそれぞれの県のお勧め観光地、食事、お土産をＡＬＴに紹介して、「一番行ってみたい

県」を選んでいただいた。そして、生徒のプレゼンの後はＡＬＴの出身地を紹介していただ

いた。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

〇生徒の感想より（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校名＞ 八潮市立八潮中学校 

＜所在地＞ 八潮市中央 1丁目１－２ 

＜電 話＞ ０４８－９９６－４２１９ 

＜本事例の特徴＞ 

 八潮市内の小・中学校に配属されているＡＬＴに来校していただき、本校の２年生と

交流活動「Englishシャワーデイ」を実施した。クラスを５～６人班に分け、各班に１人

ずつのＡＬＴが付き、英会話を中心に活動を行った。協働活動をベースとし、６人班で

英文を作成し、各班が１人ずつ散らばり、別の班で発表するジグソー法で共有を行った。

適切な英語がわからないときは、単語のみで伝えたり、ジェスチャーやイラストを活用

したりすることで「伝える」ことへの挑戦が見られた。 

 



 

〇アンケート結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇成果 

１年生の時より、よくできたと感じた生徒が半数以上いたため、授業で学んだことが実際の

会話で活用できたことを実感できたといえる。そして、「もっと英語が上手になりたい」とい

う感想も多く見られたため、今後の英語学習へのモチベーションを高めることにつながる活

動になった。しかし「楽しくなかった」という意見を持つ生徒もいたため、実態把握を行い

ながら、よりよく活動することができる方策について検討し、今後へつなげていきたい。 


